


てくれるようになった。「や っぱり,実習に来てよ

かった。」と思 ったのは,実習 9日 目だった。

あと3日 しかない。その間に研究授業もあるので

その時は実習中で最高の授業をしてやろうと張り切

った。が,い 洲 究授業になると,カ メラまで自分

の方を向き,参観に来た人がいつもの 3倍以上もい

たので,緊張してしまった。やっと自分のペースを

つかんでいたのにと思 うと,残念でならない。 しか

し,なんとか実習授業が終わ ったという解放感,日

標をもって,一歩づつ前進 していったという充実感

があった。もしかしたら後輩のみなさんは,毎年撮

られているビデオを見て,研究することもあるかと

思います。

ホームルーム(HR)を受け持たせてもらったのは,

総利では自分 1人だった。原則として総科生はHR
を受け持てないが,指導教官の特別な計 らいだつたo

教育実習を終えてか ら, 5カ 月余りが過ぎた今 ,

当時を思い起こしながら,教育実習の感想を述べる

ことは,非常に気重い。当時の教職に対する新鮮な

イメージも,今は変形 し,色あせてきているのです

か ら………。

では,教育実習の前後の教師観,ま た私達の実習

の様子など,これから教育実習を受けようとされる

諸君に,い くらかでも参考になればと思いつつ述べ

てみようと思います。

私は,他の5�



成に費やさねばなりませんでした。その日の授業が

終われば,た だちに次の授業の指導案にとりかかり,

前夜遅 くまでかけて作成,それでも満足なものはで

きません。調べ過ぎるということはないのですから。

今思えばとても短かい 2週間であり,「かってこれほ

ど机に向かったことがあったろうか。」と本心から

思えたものです。この気持ちは,実際に経験してみ

なくては味わうことはできないでしょう。 (と ても

いい気持ちですよ″ )

現在の教師観

教師とて本間,神様じゃない。矛盾のない人間は

教育実習も今となっては,懐かしい思い出となっ

てしまいました。もう1回 チャンスが与えられるな

らば,も っといい授業ができるん じゃないか と思

うのですが……。

恥ずか しい話ですが,実習へ行 く前にこういうこ

とを勉強 したとか言えるものはありません。でも,

いろいろ指導案の立て方など勉強 したとしても,実

際に授業をしないことには,何もわか らないと思い

ます。それよりも教育実習へ行く前に勉強するなら,

生徒が学んでいる内容を深 く,ま た専門的な面から

も勉強しておいた方が良いと思います。

私は,中学生を教えたかったのですが,化学の実

習生は全員,高校 2年生の担当となりました。各人 ,

1ク ラスを 3時間続けて受け持ち,そ の 3時間で教

える範囲を先生から示され,自 分で 3時間の配分を

考えて授業をしました。たまたま。私は最初の 1週

間全 く授業がなく,先生の授業の参観,他の実習生

の授業観察と自分の授業内容の準備のみで,早 く授

業がしたいなぁと思う気持ちと,誰 々の授業はすご

く良かったとかいうのを聞いて不安に思 う気持ちで ,

落ちつかず過 う





国語科の教育実習は, 3人ずつ 2つのグループに

分かれ,それぞれが 1つのクラスを 1週間受け持つ

形で行われた。僕の場合,実質的な自分の授業は,

第 1週で終わってしまい,後半の 1週間は他人の苦

闘―教材研究から指導案作成までの過程,実際の授

業の様子等々―を,かなり冷静な面持で眺めること

ができた。その時に思 ったことなど, 1つ 2つ書か

せてもらおう。

教育実習で,皆が確実に学べたことと言えば,技

術的なこと (教授法 )だ ろうか。VTRで , 自分の

授業の仕方と生徒の反応の仕方を客観的に見ること

ができたし,毎時の反省会でも,他人の意見で素直

に受け入れ られるのは,生徒の活動に対する注意の

向け方とか話 し方,板書の仕方,時間配分に指名の

仕方までの,よ り良い方法について。そういったも

のは,か なり納得 して受け入れ られるし,他の人の

授業を見て,い くらでも参考になることは見つけら

れる。授業をやる毎に,必ず「 うまく」授業が進め

られるようになる。生徒の活動を余裕をもって眺め ,

時間配分にも生徒の質問にも臨機応変に対処 し,時

には,サ ラリと冗談さえ言えたりする。

確かに,教授法は直接現場で仕事をする際には,

必要不可欠のものである。教師の仕事として,実際

に表に現れて,生徒が見るものは,ほ とんどこの教

授法の部分であるのだか ら。テクニックが貧弱であ

れば,い くら教材研究を綿密にやり,授業の目標を

立て, し,か りとした指導案が出来たところで,生

徒には何 も伝わらない。大学の教官みたいに,学問

の実績と人間性,学生の自主性などに頼ることは出

来ない。だから,教授法の重要性は,充分に認めな

ければならないと思 う。だが,た かが 2週間の実習

では,教授法がうまくなっても仕方がない気もする。

国語科では, 3人が同一教材に取り組んだわけだ

が, 3人共に授業内容は異なっていた。もちろん ,

授業テクニ ック等を差 し引いての相異である。

国語利の教材研究は,参考書や事典に頼れるもの

ではない。知識として,辞書の言葉を調べても仕方

がない。要は,いかに僕 らが読みこなしたかだ。教

材を,それこそあきれるくらい読み込み,一つの助

詞,一つの言葉 もおろそかにできない。読めば読む

程に,生徒に気づいてはしい,理解 してはしい,考

えてほしいと思 う個所が見えてきて,時には,題名

1つで511分 くらい簡単に過ぎるくらいの授業になっ

てしまいそうになる。そうした教師としての欲求の
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中で,僕 らは,そ そ


